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【500社超が競う“世界一のステーキ”を決める大会で金賞】
　宮崎県西都市の 有限会社有田牧畜産業（代表取締役 有田 米増）が生産する 「有田牛（Arita
Wagyu）」 が、2025年9月にオランダで開催された世界的ステーキ品評会 「World Steak
Challenge 2025（WSC）」において、和牛部門 で金メダル（Gold Medal）を受賞しました。
WSCは、「世界のベストレストラン50」や「インターナショナル・ワイン・チャレンジ」などを
開催している、英国のウィリアム・リード社が主催しており、世界各国のステーキの生産者や輸
出業者が、国際的な舞台で食肉の品質、品種の証明、加工基準を競う世界初の品評会です。 
世界各国から 500 社以上が参加。和牛部門で金メダルを獲得したのは世界でわずか 24 社、
日本企業は 3 社のみという狭き門を突破し、宮崎県勢として初の金賞を受賞しました。

【Company Awards でも世界 TOP5 入り】
有田牧畜産業は、「Company Awards」ラージ・プロデューサー部門（牛 100 頭以 上肥育牧
場）において、世界中の応募企業の中から 世界一となるグランプリを受賞。品質だけでなく、
肥育方法、持続可能性・革新性・地域貢献性 を備えた牧場として、世界の食文化の未来をリード
する存在として認定されました。

世界市場での評価を獲得 宮崎県は、5年に一度の和牛オリンピック「全国和牛能力共進
会（全共）」にて史上初の 4大会連続・内閣総理大臣賞受賞を達成。“日本国内で最も評
価される和牛産地”として国際バイヤーから注目されてきました。
今回、有田牛がWSCで宮崎県勢初の金賞受賞を果たしたことは、「宮崎は日本国内だけで
なく、世界標準の最前線に立った」ことを明確に示す歴史的意義を持ちます。 
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日本初の“グランプリ”と“金賞”を同時受賞
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【有田牛のこだわり — 世界基準の「クリーンアニマル × 循環型モデル】

【生産者名・原産国を伏せる“完全ブラインド”評価 】
World Steak Challengeの審査は、ブランド力・国籍・価格などの情報を一切排除した状態で行
われます。 
一次審査（生肉評価）：マーブリング / 色調 / 締まり / 脂肪の質 など 
二次審査（調理評価）：専門シェフが全サンプルを 同一条件（ミディアムレア）で調理 
最終審査：ミシュラン星付きシェフ / 世界的レストランバイヤー / 食肉科学者 / サステナビリテ
ィ専門家 らによる多段階官能評価 * 必要に応じて トレーサビリティ・衛生基準・サステナブル
性も加点対象 → 「A5」では評価されない、“純粋な味・余韻・クリーンさ・世界基準の食の在り
方”が評価軸となる点が最大の特徴です。

【WSC金賞がもたらす国際的効果】 
World Steak Challengeの金賞は、単なる名誉ではなく EU・中東（GCC）・北米などにおける “政
府機関・ミシュラン星付きレストラン・国際航空会社ファーストクラス・外資高級ホテル” の調
達採用の指標として扱われます。 そのため今回の受賞により、有田牛は今後、国家晩餐会など食
外交シーンでの採用機会の増加、国際航空会社ファーストクラス・５つ星ホテルでのプレミアム
採用、輸出単価・ブランド評価・交渉力の戦略的引き上げが見込まれ、すでに多くの問い合わせ
が寄せられています。

有田牧畜産業の信念であるＥＭＯ（エモー）は、「Earth Medicine O(ゼロ）」の頭文字を取
ったもので「大地に薬はゼロを目指す」という考え方から、有田牛はホルモン剤や、飼料添
加剤のモネンシンという抗生物質を使わないクリーンアニマル基準で肥育しています。
地下100mから汲み上げた天然ミネラル水、牛の体調・季節に合わせた自社配合飼料、
さらに使用済み菌床・稲わらを再循環させる 循環型農業（サステナブルモデル） を実践。
“牛が本来の生命力で健康に育つ”ことを優先しています。
私たちが和牛の価値として重視するのは、「食べ終わったあと、もう一度食べたくなるか」。
霜降りの量ではなく、赤身の奥行きある旨味、澄んだ脂の香り、キレの良い余韻、　そして　
翌日も食べたくなるほどの軽やかさ。このような “美味しさの余韻”こそが、真に世界に通
用する和牛の価値 であると考えています。
有田牧畜産業は現在、約8,000頭の黒毛和牛を繁殖～肥育～食肉処理～加工～販売まで一貫
管理。食品としての品質・安全性・トレーサビリティを追求した世界市場対応の牧場です。
有田牛はヨーロッパ・シンガポール・中東・北米など 30 ヵ国以上に輸出しています。

有限会社 有田牧畜産業
 所在地：宮崎県西都市茶臼原 1003 
代表者：代表取締役 有田米増 
事業内容：黒毛和牛の繁殖・肥育・食肉処理・精肉加工・販売 

株式会社 NIKUJILLE（ニクジル） 
所在地：福岡県福岡市中央区天神 1-1-1 
代表者：代表取締役 有田ジェームス 
事業内容：食品輸出事業・ブランドプロデュース 
輸出実績：ヨーロッパ・中東・シンガポール・アメリカなど 30 ヵ国以上
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